
美術科 学習指導案

指導者

「人 間 の姿、 心 のか た ち」 ( 表現 : 彫塑領 域 )

2 0 0 5 年9 月 2 9 日 ( 木) 4 教 時

銀 山 中学校 2 年 生

男子 8 名 、女 子 5 名 、 計 1 3 名

教諭  澤  田  康  司

題 材 名

2 . 題 材 設 定 の理 由

本 校 2 年 生 は、例年 、 1 年 間 の前 半 を 「自分 を見つ め る」 とい うテーマ を もつて学

習 に取 り組 ませ て い る。 それ は、 中学 2 年 生 とい う時期 が 肉体 的 に も精神 的 に も発 展

途 上 の 中途 半端 な状態 にな りが ちな学年 で あ る とい うこ とか ら、常 に 自分 と向 き合 う

機 会 を持 たせ る必 要 が あ る と感 じてい るか らで あ る。 1 学 期 に絵画表 現 に よる 「自画

像 」 を制 作 して い る。 この活動 を行 う際 に、 自画像 が終 わ つた ら次 はそ の経験 を生 か

して頭 像 をつ くる とい うこ とをあ らか じめ指示 して あ る。

生徒 は ほ とん どが真剣 に題 材 に取 り組 ん でい るが、数名 なか なか作業 が進 まず 、投

げ 出 し気 味 にな る子 もい る。 だ か らこそ、 自分 と真剣 に 向 き合 うこ とが今 必 要 で あ る

と考 え る。 この題 材 で は、 「うま く 自分 に似 せ てつ くる」 こ とが 目標 で は な く、頭 部

の構 造 を観 祭 す る 中で 自分 の表 面 的 な特徴 をつ かむ とと もに、 日常 の さま ざま な想 い

( 喜び 、 悲 しみ 、 不安 、怒 りな ど) を 作 品 の 中で表 現 させ るこ とがね らい で あ る。

3 . 題 材 の 目標

( 1 ) 自 分 と真 剣 に 向き合 い作業 をす る こ とがで き る ( 関心 ・意 欲 ・態度 )

2 ) 観 察 を通 して、立体 としての作品のイ メージを把握す るこ とができる ( 発想 ・構想 )
3 ) 粘 土 の特性 を理解 して、い きいき とした表現ができ る ( 表現 の技能 )
4 ) 互 い に作 品を鑑賞 して、その よさを味わ うことがで きる ( 鑑賞の能力 )
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4 単元 の全体計画 ・評価計画

題 材名  「 人 間 の姿 、 心 の かた ち」 ( 表現 : 彫塑 領域 )
時

配
学 習 内容

評価 の観 点
準規価評 評 価 方 法

関 倉J 技 鑑

制 作 手 順 の 把 握

心棒 の 制 作

◎ ◎

。参 考 作 品 を鑑 賞 し、 作 者 の想 い につ い て

意 見 を発 表 で き る ( 関)
・手 順 を把 握 し、 し つ か り と した 心 材 を つ

くる ( 技)

。一 斉 形 態 で の

対 話 か ら

・活 動観 察 、

作 品チ ェ ック

2 粘 上 の粗 付 け ◎ ① 立体 と して の作 品 をイ メ ー ジ しなが ら粘

土を粗付 けす ることができ る ( 構、技 )

活 動観 察 、

作 品チ ェ ック

4 細部 の 制 作

( 本時 4 /

肉付 け仕 上 げ

○ ○ ◎ ○ 鼻 、 目、 日、 耳 な ど顔 の 各 部 を よ く観 察

しなが ら表 現す る こ とが で き る ( 技)

意欲 的 に取 り組 む こ とが で きる ( 関)

テ ー マ ( 表 現 した い 想 い ) に 基 づ き完 成

を イ メ ー ジ しな が ら作 業 をす る こ とが で

き る ( 構)

友 達 の 作 業 を観 祭 し、 工 夫 点 な どを 見 つ

け る こ とが でき る ( 鑑)

活 動 観 察 、

作 品チ ェ ッ

活 動観 察

活 動観 察 、

作 品チ ェ ッ

活 動観 察 、

対 話

1 作 品鑑 貫会 ① ◎ 互 い の 作 品 を鑑 賞 し、 よ い 点 を 発 表 す る

こ とが で き る (鑑 )

自分 の 作 品 へ の 想 い を発 表 で き る

(関、鑑 )

活動観察、

鑑賞シー ト
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5 . 本 時 の 指 導 計 画

( 1 ) 本 時 の 目標
・鼻、 目をよく観察 しなが ら意欲的に表現することができる

( 3 ) 本 時の評価基 準
・A … イ メー ジ を大切 に し、 しっか り観察 してバ ランス よく鼻や 目を表現す るこ と
がで きる

。B ・…しっか り観 察 して鼻や 目を表現す るこ とがで きる。

( 2 ) 本 時 の展 開
圏
円
由
町 動活の師教動活習学 評価 場 面 ( 観点 ) ・ 留 意 点
5

5

25

5
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① 前 時 の 作 業 を 確 認
・粘 土の粗付 け を して きたけ ど、 どんなことに注意 しな

が らすす めた かな ?

( 予想 ) 完 成 したイ メー ジを持 ちなが ら

自分 の骨格 ( 顔のかたち) に 似せ なが ら な ど

○ 今 日の 作 業 把 握
・鼻 は どの辺 に ある ? ど んな形 を してい る ? 日 は ? 目 や

険 は ? 手 を汚 さない うちに しっか り触 つて指で形 を捉

えてみ よ う。 指先で形 を覚 えてみ よ う。

二魚盆ゑ上五 鼻と目を表現しよう

①作 品 の上 で粘 土ベ ラ を使 ってデ ッサ ン し、 中心 とな

る鼻 か ら 目の順 に作 業 をす す める。
・作業する以上にじっくり集中して観祭しよう。
・バランスを考えながら大まかな形を捉えよう。

○数 点 の作 品を取 り上 げて鑑賞す る ( 作品交流 ) 。
・□回の作 品の 「いい な ぁ」 と思 うことを発表 しよ う。
・いい と思 った こ とは次 の時間か ら自分 の作品に どん ど

ん取 り入れ よ う。

①後 始 末 ・次 回 予 告 ・挨拶

< 活 動観察 > … ( 関 ・構 )
。「い い も の を つ く ろ う」 と い

う気 持 ちが行 動 に表 れ る

※立体 と して の認 識 が薄 い 中で 、

実 物 を触 っ て 立 体 を イ メ ー ジ

させ る

< 活 動 観 察 >… (関 R構 ・技)
・部分 に執着す るのではな く、

全体 のバ ランスを常に見 なが

ら作業をすす めさせ る

<作 品 チ ェ ッ ク >… (技 )
。しつか り観察 を しなが ら制作

をすすめることに重点を置 く

<対 話 ・活 動 観 察 >
… (関 t・鑑 )
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<こ こまでの作業工程>

【1時 間目】 導  入
・題 材 の 紹 介
・何故、この題材を扱うのか
。自分の 「想 い 」を表現しよう

作品づくりにおける作者の表現意図

(その作品で作者が表現したいと思う

こと)を明確にすることにより、強烈

な自己表現として意図が作品に表れる

【2時 間目】 芯  づ  く  り
・ホ材 (教材で購入)を組み上げる

※今回は粘土の不足を補うた曳既品
芯材の上に新聞紙を巻き、榛欄縄

で固定する方法を試みた。新聞紙

による肉付けにより、顔の大きさ、

前後の厚み、首の太さを粘土をつ

ける前に調整することが可能にな

る。反面、水分を吸収することに

より新聞紙が収縮し、縄がゆるく

なり、粘土が欠落するおそれがあ

るため、しっかりと縄を結ばせている。

【3時 間目】 粘 土  の  粗  付  け
・粘土を粗付けし、大まかな輪郭(骨格)

づくりを行う。
・粘土が落ちないように、様欄縄にすり

込むように粗付けをしていく。
・作品の上でヘラを使つてデッサンを行

う(顔の中心、鼻、目、日などの位置

を鏡で観察)。
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自 画 像 ( 頭像) の 術け作 表

名 前

自己評価欄 ・・・A～ よくできた (わかった)、B～ だいたいできた、c～ あまりできなかった

自己評価 自己評価の結果に対する考え ・理由

1.作 業の手順は

わかりましたか?
A B C

2.作 品制作について、作者

の表現意図 (何を表現した

いのか)の必要性について

どう考えますか

3.制 作前の時点で、作

品の中で何を表現しよ

うと考えていますか?

4.芯 づくりはしっかり

できましたか? A B C

5.輪 郭 (骨格)、首づ

りを大まかにできま

たか

く

し A B C

6.作 品上でデッサンし、

鼻や目を表現すること

ができましたか?

A  B  C

7.作 品上でデッサンし、

口や耳、髪を表現する

ことができましたか?

A  B  C

8.仕 上げ作業をして、自分

の表現意図に合わせて作業

することができましたか ?

A B C

9.友 だちの作品を鑑賞して、

よい点を見つけることがで

きましたか?

A B C

【誰のどんなところがよかつた?】

10.最 終的にあなたが表

現したいと思ったこと

を書きましょう。また、

作品にタイ トルをつけ

ましょう

【表現意図】

【タイトル】
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